
寺
井
会
長
年
頭
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
29
年
の

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
農
業
会
議

の
業
務
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
本
会
議
に

と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り

ま
し
た
。
戦
後
、
農
業
委
員
会

制
度
が
発
足
し
て
以
来
、
60
年

ぶ
り
の
抜
本
的
な
改
革
と
言
わ

れ
る
「
改
正
農
業
委
員
会
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
は
、
３
月
１
日
に
農

業
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
を

行
う
「
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
構
」
と
し
て
、
徳
島
県
か

ら
指
定
を
受
け
、
４
月
１
日
か

ら
は
、
農
業
委
員
会
法
に
基
づ

く
特
別
認
可
法
人
か
ら
、
一
般

社
団
法
人
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
法
令
業
務
と
し
て
農
業
委

員
会
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
の
ほ
か
、

新
規
参
入
支
援
や
担
い
手
の
組

織
化
・
運
営
支
援
等
の
業
務
を

担
う
組
織
と
し
て
、
再
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
年
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
市
町
村
農
業
委
員
会

に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
全

国
で
２
５
０
を
超
え
る
市
町
村

に
お
い
て
、
新
体
制
に
移
行
し

て
お
り
、
本
年
７
月
に
は
、
全

国
の
３
分
の
２
の
農
業
委
員
会

が
新
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

本
県
で
は
、
新
体
制
に
移
行

し
た
農
業
委
員
会
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
い
よ
い
よ
７
月

に
は
17
の
市
町
村
で
、
10
月
に

は
２
市
で
、
合
わ
せ
て
19
の
農

業
委
員
会
に
お
い
て
、
改
正
法

に
基
づ
き
、
新
た
な
農
業
委
員

や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
に
移
行

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
十
分
な
定
数
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
女
性
や

若
い
農
業
者
の
登
用
を
進
め
、

万
全
の
体
制
を
構
築
し
、
新
し

い
農
業
委
員
会
に
期
待
さ
れ
て

い
る
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
」
を
強
力
に
推
し
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
「
農
業
委
員
会
制

度
改
革
」
の
成
果
が
問
わ
れ
る

年
と
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
農

業
・
農
村
現
場
に
お
き
ま
し
て

は
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少
、

農
業
者
の
高
齢
化
の
進
展
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
、
さ
ら
に
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
国
際
化
へ
の
対
応
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
難
局
を
乗

り
越
え
、
農
業
者
の
所
得
を
増

や
し
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農

業
と
活
力
あ
る
農
村
を
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
組
織
と
し
ま
し

て
は
、
農
業
・
農
村
現
場
に
お

い
て
農
政
を
担
う
組
織
と
し
て
、

「
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
の

実
現
」
や
「
活
力
あ
る
農
村
の

構
築
」
に
向
け
て
、
農
業
者
、

行
政
、
農
業
関
係
団
体
の
皆
様

と
連
携
強
化
を
図
り
、

・
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化

・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消

・
新
規
就
農
、
企
業
等
の
農
業

参
入
の
支
援
な
ど
、

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
」
を
農
地
中
間
管
理
機
構

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

農
業
委
員
を
は
じ
め
関
係
者

各
位
に
は
、
力
強
い
ご
支
援
・

ご
協
力
、
そ
し
て
大
所
・
高
所

か
ら
の
ご
指
導
・
ご
助
言
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
寺
井

正
邇
）
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井
会
長
年
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の
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二

全
国
農
業
委
員
会
代
表
者
集
会
／
予
算
の
概
要･

･
･
･

２

三

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
改
正
に
つ
い
て･

･
･
･
･
･
･
･

３

四

農
業
委
員
会
の
新
体
制
／
農
年
を
Ｔ
Ｖ
で
Ｐ
Ｒ･

･
･
･

４

五

女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

５

六

農
業
委
員
特
別
研
修
会
お
知
ら
せ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

６

あ
ぜ
道
の
声

▽
政
府
が
閣
議
決
定
し
た
２
０
１

７
年
度
予
算
案
に
は
、
農
地
利
用

の
最
適
化
の
た
め
の
農
業
委
員

及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
積
極
的
な
活
動
に
要
す
る

経
費
を
交
付
す
る
「
農
地
利
用

最
適
化
交
付
金
」
が
、
今
年
度
の

３
．
５
倍
の
70
億
円
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

▽
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
に
新
た
に
法
令
業

務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
農

地
利
用
最
適
化
」の
活
動
に
対
す

る
報
酬
と
し
て
措
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
う
ま
く
活
用
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
活
動
を
活
発
化
さ

せ
た
い
も
の
だ
。

▽
今
年
は
、
県
内
で
も
19
の
市
町

村
で
新
体
制
に
移
行
す
る
。
農

地
法
等
の
許
認
可
事
務
を
活
動

の
中
心
に
し
て
き
た
農
業
委
員

会
に
は
戸
惑
い
も
見
ら
れ
る
が
、

規
制
改
革
推
進
会
議
で
は
引
き

続
き
農
業
改
革
が
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
中
、
い
ず
れ
は
改
革
の
成

果
が
問
わ
れ
る
時
が
く
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
成
果
を
目
に
見
え

る
形
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（Ｓ
．
Ｉ
）
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東
京
都
港
区
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー

ル
で
「
平
成
28
年
度
全
国
農
業

委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
」
が

開
催
さ
れ
、
全
国
の
農
業
委
員

会
会
長
ら
関
係
者
が
約
１
５
０

０
人
、
徳
島
県
か
ら
は
14
市
町

村
、
26
名
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
「
農
地
利
用
の

最
適
化
を
加
速
さ
せ
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
全
国
の
代
表
３
市

町
村
１
団
体
（
岩
手
県
北
上
市
・

栃
木
県
栃
木
市
・
福
岡
県
糸
島

市
、
「
新
潟
県
に
い
が
た
女
性

農
業
委
員
の
会
」
）
の
事
例
発

表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授

の
安
藤
光
義
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
に
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
、
先
進
事
例
の
取
り
組
み
の

要
点
に
つ
い
て
論
点
が
整
理
さ

れ
、
新
体
制
へ
の
移
行
を
円
滑

に
進
め
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

そ
の
後
の
要
請
に
つ
い
て
は
、

①
農
業
委
員
及
び
最
適
化
推
進

員
の
十
分
な
定
数
の
確
保
、
②

女
性
や
若
い
農
業
者
の
登
用
を

促
進
、
③
移
行
後
の
取
り
組
み

や
計
画
・
指
針
に
つ
い
て
検
討
・

策
定
を
行
う
こ
と
と
し
、
直
後

の
申
し
合
わ
せ
決
議
で
は
、

「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

に
関
し
て
決
議
さ
れ
た
。

ま
た
、
代
表
者
集
会
終
了
後

は
、
県
選
出
国
会
議
員
等
に
対

し
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向

け
た
施
策
推
進
、
農
地
中
間
管

理
事
業
と
の
連
携
や
農
地
情
報

公
開
シ
ス
テ
ム
の
本
格
稼
働
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て
、
要
請

活
動
を
行
っ
た
。

写
真
は
、
開
会
挨
拶
を
す
る

全
国
農
業
会
議
所
会
長
の
二
田

孝
治
氏

（
笹
賀

圭
）

平
成
29
年
度
農
業
委
員

会
関
係
予
算
の
概
要

農
業
委
員
や
新
た
に
設
置
さ

れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
基
礎
的
な
報
酬
等
に
あ
て

る
「
農
業
委
員
会
交
付
金
」
は
、

今
年
度
と
同
額
の
47
億
円
が
確

保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
委

員
会
の
必
須
事
務
と
な
っ
た
農

地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ

の
農
地
等
の
利
用
の
集
積
・
集

約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
新
規
参
集
の
促
進
）
を

推
進
し
て
い
く
た
め
、
新
体
制

に
移
行
し
た
農
業
委
員
や
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
報
酬

等
の
上
乗
せ
を
図
る
財
源
と
し

て
の
「
農
地
利
用
最
適
化
交
付

金
」
が
今
年
度
の
20
億
円
か
ら

70
億
円
へ
と
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
29
年
度
に
予

定
さ
れ
て
い
る
農
業
委
員
の
統

一
改
選
（
全
国
の
農
業
委
員
会

約
３
分
の
２
が
改
選
）
に
対
応

す
る
た
め
に
措
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
組
織
へ

の
補
助
事
業
で
あ
る
「
機
構
集

積
支
援
事
業
」
は
29
億
円
が
確

保
さ
れ
て
お
り
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
や
農
地
意
向
調
査
等
の
遊
休

農
地
の
解
消
に
向
け
た
活
動
経

費
と
全
国
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
構
が
管
理
す
る
「
農

地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
」
の
維

持
管
理
経
費
を
優
先
採
択
す
る

と
し
、
農
業
委
員
等
の
研
修
に

充
て
る
経
費
等
に
つ
い
て
は
削

減
す
る
方
向
で
調
整
さ
れ
そ
う

で
す
。

（田
中

智
）

平
成
28
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
開
催



管理監督体制の強化策のポイント
①実習生の送り出しを希望する国との間で、政府（当局）間取決めを順次作成することを通じ、相手国政府（当局）と協力して不適

正な送り出し機関の排除を目指す。
②監理団体については許可制、実習実施者については届出制とし、技能実習計画は個々に認定制とする。
③新たな外国人技能実習機構（認可法人）を創設し、監理団体等に報告を求め、実地に検査する等の業務を実施。
④通報・申告窓口を整備。人権侵害行為等に対する罰則等を整備。実習先変更支援を充実。
⑤業所管省庁、都道府県等に対し、各種業法等に基づく協力要請等を実施。これらの関係行政機関から成る地域協議会を設置し、指

導監督・連携体制を構築。

拡充策のポイント
①優良な監理団体等への実習期間の延長又は再実習 ・・・ ３年間 ⇒ ５年間（一旦帰国後、最大２年間の実習）
②優良な監理団体等における受入れ人数枠の拡大 ・・・ 常勤従業員数に応じた人数枠を倍増（最大５％まで ⇒ 最大１０％まで等）
③対象職種の拡大 ・・・ 地域限定の職種・企業独自の職種（社内検定の活用）・複数職種の同時実習

の措置・職種の随時追加

技能実習生関連データ
○技能実習生 約16.8万人（平成27年10月末現在 ＊日本で就労する外国人 約91万人）
○農業分野の外国人技能実習生 約2.4万人（平成26年度）
○技能実習生の失踪者 4851人（平成26年度）
○受入人数の多い国は、①中国（46.2％）②ベトナム（29.9％）③フィリピン（9.2％）（平成27年度末）

＜国の責務＞
○この法律の目的を達成するため、基本理念に従って、技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護を図るために必要な施策を総合的かつ効果的に推

進しなければならない。
＜実習実施者の責務＞
○技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護について技能実習を行わせる者としての責任を自覚し、基本理念にのっとり、技能実習を行わせる環境

の整備に努めるとともに、国及び地方公共団体が講ずる施策に協力しなければならない。
＜監理団体の責務＞
○技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護について重要な役割を果たすものであることを自覚し、実習監理の責任を適切に果たすとともに、国及

び地方公共団体が講ずる施策に協力しなければならない。
＜技能実習生の責務＞
○技能実習に専念することにより、技能等の修得等をし、本国への技能等の移転に努めなければならない。

＜技能実習生への人権侵害行為＞ 法律に以下のことが、定められています。
○技能実習生に対する人権侵害行為等について、禁止規定や罰則を設けるほか、技能実習生による申告を可能にする。
○国による技能実習生に対する相談・情報提供体制を強化するとともに、実習実施者・監理団体による技能実習生の転籍の連絡調整等の措置を講じる。

外国人研修・技能実習制度の沿革
1960年代～海外進出企業による現地法人・合弁会社等の受入研修（在留資格：留学的な扱い）
1990年 研修制度改正→中小企業等による研修生受入開始（在留資格：研修）
1993年 研修制度拡充→技能実習制度の創設（在留資格：特定活動）
2000年 農業分野の技能実習開始
2009年 入管法改正→在留資格：技能実習の創設
2010年 外国人技能実習制度施行
2012年 新たな在留管理制度の施行（中長期在留者、在留カード 等）

＜技能実習の基本理念＞
○開発途上国等への技能、技術又は知識の移転
○開発途上国等の経済発展を担う「人づくり」への協力
○上記の取り組みによる、先進国としての役割発揮と国際社会との調和ある発展
○技能実習は、技能等の適正な修得等のために整備され、かつ、技能実習生が技能実習に専念できるようにその保護を図る体制が

確立された環境で行われなければならない。
○技能実習は、労働力の需給の調整の手段として行われてはならない。

外国人技能実習制度は、開発途上地域等への技能等の移転を図り、その経済発展を担う「人づくり」に協力することを目
的とする制度として、我が国の国際貢献において重要な役割を果たしています。外国人の技能実習の適正な実施及び技能実
習生の保護に関する法律（以下、技能実習法）は、技能実習に関し、技能実習計画の認定及び監理団体の許可の制度を設け、
これらに関する事務を行う外国人技能実習機構を設けること等により、技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護を図る
ものです。技能実習法は、平成28年11月28日に公布され、今後、公布の日から１年以内の施行に向けて、準備が進められて
います。
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技
能
実
習
生
は
、
従
前
よ
り

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

（法
務
省
所
管
）に
よ
る
在
留
資

格
の
一
つ
と
し
て
規
定
さ
れ
、

技
能
実
習
生
の
保
護
に
つ
い
て

は
、
労
働
関
係
法
令
等
（
厚
生

労
働
省
所
管
）
の
適
用
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
11
月
28
日
、
「
外

国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実

施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」（法
務
省
・
厚
生

労
働
省
共
管
。
以
下
、
「
技
能
実

習
法
」
と
い
う
。
）
が
公
布
さ

れ
、
新
た
な
制
度
と
な
り
ま
す
。

技
能
実
習
法
は
、
技
能
実
習

計
画
の
認
定
及
び
監
理
団
体
の

許
可
の
制
度
を
設
け
、
こ
れ
ら

に
関
す
る
事
務
を
行
う
外
国
人

技
能
実
習
機
構
を
設
け
る
こ
と

等
に
よ
り
、
技
能
実
習
の
適
正

な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保

護
を
図
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
材
育
成
を

通
じ
た
開
発
途
上
地
域
等
へ
の

技
能
等
の
移
転
に
よ
る
国
際
協

力
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

技
能
実
習
法
の
施
行
の
た
め

に
必
要
な
関
係
省
令
等
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
制
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
安
芸
卓
生
）

外国人技能実習制度の改正について



条例改正状況 農業委員 推進委員

1 徳島市 H29.7 12月議会 19 18

2 鳴門市 H29.7 12月議会 20 14

3 小松島市 H29.7 12月議会 19 16

4 阿南市 H30.6

5 吉野川市 H29.10 3月議会 19 17

6 阿波市 H29.10 3月議会 協議中 協議中

7 美馬市 H29.7 12月議会 19 18

8 三好市 H30.7

9 勝浦町 H29.7 11月議会 11 5

10 上勝町 H29.7 12月議会 13 1

11 佐那河内村 H29.7 12月議会 10 4

12 石井町 H29.7 12月議会 14 5

13 神山町 H29.7 12月議会 13 6

14 那賀町 H29.7 12月議会 14 8

15 牟岐町 H29.7 12月議会 12 3

16 美波町 H30.7

17 海陽町 H30.7

18 松茂町 H29.7 12月議会 12 4

19 北島町 H29.7 12月議会 10 2

20 藍住町 H29.7 12月議会 14 6

21 板野町 H29.7 12月議会 14 8

22 上板町 H29.7 12月議会 14 7

23 つるぎ町 H29.7 3月議会 協議中 協議中

24 東みよし町 H30.7

※１２月８日，県農業基盤課が各農業委員会に電話で聞き取り調査した結果。

各農業委員会での新体制に向けた準備状況

移行時期
定数

農
業
委
員
会
の
新
体
制

に
向
け
た
準
備
状
況

平
成
29
年
度
は
農
業
委
員
統

一
改
選
の
年
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
の
約
７
割
の
農
業
委
員
会

が
新
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
19
の
農

業
委
員
会
が
新
体
制
に
移
行
し
、

新
た
な
農
業
委
員
や
新
設
さ
れ

た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

(

以
下
、
農
業
委
員
等
と
い
う
。
）

が
誕
生
し
ま
す
。

農
業
委
員
等
は
、
市
町
村
の

非
常
勤
特
別
職
の
公
務
員
に
該

当
し
ま
す
の
で
、
新
体
制
に
移

行
す
る
農
業
委
員
会
で
は
、
各

市
町
村
の
条
例
を
改
正
し
、
農

業
委
員
等
の
定
数
や
報
酬
の
見

直
し
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県
農
業
基
盤
課
が
12
月
８
日

に
電
話
で
各
農
業
委
員
会
に
聞

き
取
り
調
査
し
た
結
果
（別
表
）

を
見
て
み
ま
す
と
、
平
成
29
年

７
月
に
改
選
を
迎
え
る
17
農
業

委
員
会
は
、
12
月
議
会
に
委
員

の
定
数
等
の
条
例
案
を
上
程
し

て
お
り
、
平
成
29
年
10
月
に
改

選
す
る
２
委
員
会
は
３
月
議
会

に
条
例
案
を
上
程
す
る
予
定
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
１
月
に
、
本
会
議

が
各
農
業
委
員
会
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
県
農
業
基
盤
課
の
調

査
内
容
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
の
で
、
今

後
、
各
農
業
委
員
会
で
、
新
た

な
農
業
委
員
等
の
推
薦
・
募
集

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
そ

う
で
す
。

農
業
委
員
等
の
推
薦
・
募
集

期
間
は
概
ね
一
ヶ
月
必
要
と
な
っ

て
お
り
、
中
間
時
点
と
期
間
終

了
時
点
に
お
い
て
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
定
農
業
者
等
の
地
域
農
業

の
担
い
手
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
農
業

に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
業

委
員
会
の
必
須
事
務
に
新
た
に

加
わ
っ
た
「
農
地
利
用
の
最
適

化
の
推
進
」
業
務
に
熱
意
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
農

業
者
の
方
々
に
農
業
委
員
等
に

就
任
い
た
だ
け
る
よ
う
各
市
町

村
で
の
気
運
の
盛
り
上
げ
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
田
中

智
）

徳
島
県
は
、
農
業
者
年
金
制

度
へ
の
新
規
加
入
者
の
増
加
に

向
け
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
Ｔ
Ｖ
と
ラ
ジ
オ
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

こ
の
企
画
は
、
高
知
県
が
ラ

ジ
オ
放
送
を
活
用
し
て
、
昨
年

の
半
期
（
４
月
か
ら
９
月
）
で

の
26
人
新
規
加
入
者
数
を
達
成

し
た
た
め
、
徳
島
県
で
も
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
。

ラ
ジ
オ
放
送
は
２
月
20
日

（
月
）
か
ら
３
月
２
日
（
木
）

に
か
け
て
の
確
定
申
告
時
期
に
、

社
会
保
険
料
全
額
控
除
や
保
険

料
国
庫
補
助
等
の
政
策
支
援
の

メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
、
加
入
を

呼
び
か
け
る
。

内
容
は
１
分
間
の
生
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
28
本
、
番
組
出
演
に
よ

る
７
分
間
の
Ｐ
Ｒ
２
本
を
予
定

し
て
お
り
、
特
に
２
月
28
日

（
火
）
午
前
の
番
組
に
は
鳴
門

市
農
業
委
員
会
会
長
谷
口
清
美

氏
が
出
演
し
、
自
身
の
体
験
を

も
と
に
新
た
な
加
入
を
呼
び
か

け
る
。
ま
た
、
２
月
21
日
（
火
）

17
時
過
ぎ
に
は
、
四
国
放
送
Ｔ

Ｖ
「
ゴ
ジ
カ
ル
」
に
出
演
し
、

１
分
間
の
生
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

行
う
予
定
だ
。

出
演
者
は
、
県
下
、
東
西
南

北
の
加
入
推
進
部
長
で
あ
る
鳴

門
市
の
中
井
弘
氏
、
阿
南
市
の

一
上
敏
和
氏
、
阿
波
市
の
野
口

邦
子
氏
、
勝
浦
町
の
小
山
善
昭

氏
の
各
氏
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

（
笹
賀

圭
）
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農
業
者
年
金
制
度
を
Ｔ
Ｖ
と
ラ
ジ
オ
で
Ｐ
Ｒ

鳴門市

中井 弘 氏

阿波市

野口邦子 氏

勝浦町

小山善昭 氏

阿南市

一上敏和 氏



「
今
着
て
い
る
の
は
農
業
委
員

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
で
も

「
農
業
委
員
」
の
文
字
を
入
れ

て
し
ま
う
と
普
段
か
ら
着
れ
な

い
の
で
、
の
け
て
も
ら
っ
て
る

ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
語
る
の

は
、
水
稲
を
35
ア
ー
ル
栽
培
す

る
阿
南
市
農
業
委
員
（
１
期
目
）

岸
本
悦
子
さ
ん
（
68
）

岸
本
さ
ん
は
、
県
の
団
体
職

員
を
36
年
間
勤
め
、
現
職
の
間

は
地
域
活
動
を
満
足
に
行
え
な

い
こ
と
が
心
残
り
だ
っ
た
と
い

う
。
退
職
後
は
地
域
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
、
11
年
間
の
民
生

委
員
活
動
を
経
て
、
那
賀
川
北

岸
土
地
改
良
区
で
初
め
て
の
女

性
理
事
と
な
っ
た
。

「
男
性
の
中
で
、
女
性
が
１
人

と
い
う
の
は
非
常
に
プ
レ
シ
ャ
ー

を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

男
女
で
協
調
し
、
協
力
し
て
こ

そ
良
い
仕
事
が
出
来
ま
す
。
女

性
の
強
み
を
活
か
し
て
い
き
た

い
」
と
活
動
に
は
意
欲
的
だ
。

そ
ん
な
岸
本
さ
ん
の
活
動
で
、

特
に
注
目
す
る
の
は
、
地
元
農

業
者
７
名
が
農
産
物
を
持
ち
寄
っ

て
「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」
を
開

催
す
る
こ
と
だ
。

「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」
は
も
と

も
と
閉
所
し
た
保
育
所
を
利
用

し
て
、
子
育
て
保
育
を
目
的
に

活
動
を
開
始
さ
れ
、
今
年
で
13

年
目
と
な
る
。
会
は
毎
月
１
回

開
催
さ
れ
、
食
事
は
ご
飯
、
汁

物
、
デ
ザ
ー
ト
の
セ
ッ
ト
で
３

０
０
円
と
格
安
で
、
毎
回
40
人

以
上
も
の
参
加
者
が
集
う
ほ
ど

盛
況
だ
。
会
で
は
食
事
だ
け
で

な
く
、
季
節
の
催
し
、
季
節
の

花
を
植
え
る
課
外
活
動
も
行
い
、

子
ど
も
の
豊
か
な
心
を
育
て
て

い
る
。
「
子
ど
も
の
笑
顔
を
見

ら
れ
る
だ
け
で
凄
く
元
気
を
も

ら
え
る
ん
で
す
。
元
気
を
バ
ネ

に
新
た
な
地
域
貢
献
が
で
き
れ

ば
」
と
、
今
後
は
地
元
の
グ
ル
ー

プ
で
蜂
蜜
入
り
の
パ
ン
ケ
ー
キ

を
作
っ
て
販
売
す
る
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
六
次
産
業
化
に

も
挑
戦
す
る
予
定
だ
。

阿
南
市
の
花
は
ひ
ま
わ
り
。

太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く
そ
の
力

強
さ
で
、
将
来
の
農
業
を
支
え

て
頂
き
た
い
。
次
は
美
波
町
の

湯
浅
純
子
さ
ん
を
取
材
す
る
予

定
で
す
。

（
笹
賀

圭
）
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融

公
庫
（
日
本
公
庫
）
徳
島
支
店
で

す
。
当
公
庫
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
等
の
融
資
や
各
種
情
報
提
供
、

商
談
会
の
開
催
な
ど
、
農
業
者
の

皆
様
の
経
営
改
善
支
援
に
努
め
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
大
阪
２
０
１
７
の
開
催
や
青

年
等
就
農
資
金
の
融
資
枠
に
関
す

る
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
前
号
に
引

き
続
き
、
徳
島
県
内
の
農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ご
紹
介
（
第
３

回
）
を
掲
載
し
ま
す
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
２
０
１
７

が
開
催
さ
れ
ま
す

２
月
22
・
23
日
の
２
日
間
、
Ａ

Ｔ
Ｃ
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
市
住
之
江
区
）
で
、

当
公
庫
主
催
の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
２
０
１
７
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
産
農
畜
産
物
及
び

そ
の
加
工
食
品
に
限
定
し
た
商
談

会
と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
も
の

で
、
出
展
者
は
約
３
０
０
、
来
場

者
は
２
日
間
で
約
１
万
５
千
人
に

の
ぼ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
回
徳
島
県
か
ら
は
、
全
国
の

バ
イ
ヤ
ー
へ
の
販
路
の
開
拓
を
目

指
し
て
、
徳
島
県
農
業
法
人
協
会

の
会
員
な
ど
、
８
法
人
・
団
体
が

出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

販
路
の
拡
大
が
経
営
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
方
に
と
り
、
と
て
も

有
意
義
な
機
会
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
将
来
の
出
展
の
参
考
の
た
め

等
ご
興
味
の
あ
る
方
に
は
、
入
場

に
必
要
な
特
別
招
待
状
を
お
渡
し

し
ま
す
。
文
末
の
問
い
合
わ
せ
先

に
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

青
年
等
就
農
資
金
の
融
資
枠
に
つ
い

て
青
年
等
就
農
資
金
は
、
平
成
26

年
度
に
創
設
さ
れ
た
、
無
利
子
か

つ
実
質
無
担
保
・
無
保
証
で
、
設

備
投
資
だ
け
で
な
く
、
就
農
後
５

年
以
内
に
必
要
と
な
る
運
転
資
金

も
利
用
可
能
な
、
認
定
新
規
就
農

者
に
と
っ
て
極
め
て
有
利
な
資
金

制
度
で
す
。
全
国
的
に
利
用
者
が

非
常
に
多
く
、
現
時
点
で
、
平
成

28
年
度
予
算
で
の
融
資
枠
は
す
べ

て
消
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
後
の
ご
相
談
に

つ
い
て
は
、
４
月
１
日
以
降
に
融

資
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
29

年
度
も
引
続
き
高
水
準
の
資
金
需

要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

本
資
金
の
ご
利
用
を
ご
希
望
の

方
は
、
こ
の
こ
と
を
ご
承
知
お
き

い
た
だ
い
た
う
え
で
、
な
る
べ
く

早
め
に
公
庫
又
は
県
内
の
受
託
金

融
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ご
紹
介

（第
三
回
）

安
藝

弘
幸
さ
ん

（
所
属
：
徳
島
銀
行
法
人
推
進
部
）

〔
自
己
Ｐ
Ｒ
〕

“
業
”
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
自

宅
の
家
庭
菜
園
で
“
農
”
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
夏
は
雑
草
に
負
け

て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、

出
来
た
野
菜
は
本
当
に
美
味
し
い

で
す
。

徳
島
銀
行
は
、
東
京
有
楽
町
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
徳
島
・
香

川
ト
モ
ニ
市
場
」
の
運
営
サ
ポ
ー

ト
や
、
各
種
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
徳

島
の
農
産
物
の
美
味
し
さ
を
、
全

国
に
広
め
る
お
手
伝
い
が
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〔
連
絡
先
〕

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：088-656-1125

e-mail

：h
o
jin

eigyo
@

to
ku

gin
.c

o
.jp

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
１
ー
５
８

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



場           所 対  象  者

１３日 第10回常設審議委員会 阿波観光ホテル 常設審議委員

１９日 農業経営改善セミナー 徳島グランヴィリオホテル 農業者

１９日 農作業事故と労災保険制度研修会 アグリあなん 農業者

２０日 徳島県農業法人協会新年会 徳島ワシントンホテルプラザ 農業法人協会会員

２０日 中国四国ブロック農福連携推進セミナー 岡山市「農業共済会館」 農業・福祉関係担当者等

２６日 都道府県農業会議農地・組織担当者会議 東京都「弘済会館」 都道府県農業会議職員

２８日 新・農業人フェアー 大阪市「大阪マーチャンダイズマート」 新規就農・就業希望者

３１日 都道府県農業会議事務局長会議 東京都「参議院議員会館」 都道府県農業会議事務局長

　１日 下期全国農業新聞総局長会議 全国農業会議所 都道府県農業会議事務局長

　３日 新規就農関連事業担当者会議 東京都「主婦会館エフプラザ」 都道府県農業会議就農担当者

　８日 都道府県農業会議会長会議 東京都「蚕糸会館」 都道府県農業会議会長

　９日 女性の会及び法人協会研修会 油屋美馬館 女性農業委員、法人協会会員等

１０日 女性の会及び法人協会研修会 阿南市内 女性農業委員、法人協会会員等

１４日 第11回常設審議委員会 徳島県ＪＡ会館８階 常設審議委員

１５日 市町村農業委員会事務局長会議 徳島県ＪＡ会館８階 農業委員会事務局長

１７日 農業経営第三者継承シンポジウム 大阪市「ホテルマイステイズ新大阪」 経営継承研修実践農家、関係機関等

　２日～　３日 全国農業法人春季大会 東京都「アジュール竹芝」 農業法人経営者

　６日 農業委員特別研修会 徳島グランヴィリオホテル 農業委員、事務局員等

　９日 女性農業委員活動推進シンポジウム 東京都「都市センターホテル」 女性農業委員等

１３日 若年者マッチングフェアー ホテルクレメント徳島 新規就業・転職就業希望者

１４日 第12回常設審議委員会 徳島県ＪＡ会館８階 常設審議委員

１７日 外国人技能実習制度改正と労務管理研修会 徳島県JA会館８階 実習生受入農家、監理団体等

１８日 新・農業人フェアー 東京都「池袋サンシャインシティ文化会館」 新規就農・就業希望者

３　月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

１　月

２　月

県
内
の
全
農
業
委
員
を
対

象
と
し
た
「農
業
委
員
特
別
研
修

会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
全
国
的
に

農
業
委
員
の
統
一
改
選
期
に
あ

た
り
、
本
県
で
は
19
の
農
業
委

員
会
が
新
体
制
に
移
行
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
特
別
研
修
会

で
は
、
新
体
制
へ
移
行
し
た
農

業
委
員
会
の
状
況
や
農
業
委
員

会
が
求
め
ら
れ
る
活
動
等
に
つ

い
て
二
人
の
講
師
か
ら
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
す
の
で
多
く
の
農

業
委
員
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
は
２
月
中
旬
に
各
農
業

委
員
会
等
に
お
送
り
し
ま
す
。

開
催
日
時
：
３
月
６
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

開
催
場
所
：
徳
島
市
徳
島
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

研
修
内
容
：
①
農
業
委
員
会
を

め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て

講
師

（
一
社
）全
国
農
業
会
議

所

柚
木
事
務
局
長

②
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
つ
い
て

講
師

東
京
大
学
大
学
院
農
学

生
命
科
学
研
究
科

安
藤
教
授

農
業
振
興
地
域
制
度

の
あ
ら
ま
し

農
業
振
興
地
域
制
度
は
国
、

都
道
府
県
、
市
町
村
が
連
携
し

て
優
良
農
地
を
守
り
、
農
地
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
仕
組

み
で
す
。
「仕
組
み
の
基
本
」や
「農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
、
「
農

用
地
区
域
」
の
変
更
手
続
き
を

説
明
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容

○
農
業
振
興
地
域
制
度
の
概
要
、

○
農
業
振
興
整
備
計
画
と
は

○
農
業
振
興
地
域
と
は

○
農
用
地
区
域
と
は

○
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の

基
準
、
整
備
計
画
の
変
更
、
整

備
計
画
の
達
成
に
向
け
た
措
置

Ａ
４
判
・
リ
ー
フ
・
８
頁

定
価
９
０
円

手づくり情報誌 第40号 かけはし21 平成29年1月21日< 6 >

全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
発
行
す
る
農

業
総
合
専
門
紙
で
す
。
「
週
刊
」
の
時

間
を
生
か
し
、
情
報
が
わ
か
り
や
す
い

よ
う
解
説
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
農
業
者
、
地
域
住
民
・
消
費

者
、
農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め

の
「か
け
は
し
」と
し
て
、
普
及
・拡
大
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

７
０
０
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

ご存じですか、収入保険制度導入が決定！

政府は平成29年通常国会での法案提出と、翌30年から

の加入申請を目指している。 この制度に加入するには、

29年分の農業所得について、平成30年の申告期に青色申

告を行う必要がある。この制度への加入を希望する方は、

29年3月15日までに最寄りの税務署へ「青色申告承認申請

書」を提出する必要があるので、ご承知を！。（Ｔ・Ｍ）

(一社)徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 FAX（088)678-5664
URL http://www.tokukaigi.or.jp
MAIL home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介


